LSAC2016アブストの作成方法
1.本学会への投稿はアブストのみでお願いいたします。他雑誌への投稿有無にもかかわらず、投稿可とさせていただきます。生命科学協会は一切著作権を保持しません。著作権はすべて著者らに帰属します。なお、投稿されたアブストは本会議の交流のみに使用されます。
2.投稿者はこのテンプレートに従って、アブストを作成してください。アブストには、必ず研究背景と目的、材料と方法、結果、結論、展望（非必須）、謝辞、参考文献、作者紹介を含んでください。図表は必須ではありません。
3.アブストの作成は、中国語、日本語、英語どちらも可です。ただし、英語以外で作成された場合、交流のため、必ず英語のタイトルも添付して下さい。つまり、タイトル（中国語+英語、または日本語+英語、または英語でお願いします。中国語または日本語のみの投稿を受理できません。）、作者（中国語＋英語、または日本語+英語、または英語のみ）、所属（英語、ただし、通信作者のEMAILおよび詳細の郵便番号を含む住所もご記載ください）でお願いします。
4.アブスト（１ページ以上）には、必ず研究背景と目的、材料と方法、結果、結論を有する。（結果と結合を合併しても可です。）サブタイトルごとで作成するのは推奨いたします。
5.以下の内容は必要に応じて記載して下さい。展望（非必須）、謝辞、参考文献
記載される場合、テンプレート通りで記載してください。
6.参加者の紹介（１ページ）：交流のため、必ず、記入して下さい。また、なるべく解像度高い写真を入れてください。英語の記載が望ましいですが、日本語または中国語の記載も可です。ただし、なるべく、以下の内容を含んでください。
Author Name，Applications，Research Filed，Major Publications，CV，Free words。
7.口頭発表希望者は希望で選択して下さい。ただし、最終判断は時間の都合を考慮し、委員会で判断します。ご希望に添えない場合ございます。あらかじめご了承ください。
8.また、すべての投稿者は自動的に、生命科学協会の会員として登録させていただきます。入会希望ではない方、投稿時、メールでその旨をご連絡ください。
9.提出方法:アブストをword形式で、以下の電子メールへ送付して下さい。
lifesciencecnjp@gmail.com

1.テンプレート:
口頭発表：希望     希望しない  a      
生命的起源(LSACJ2016の発表題目例) 
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アブスト：３００字以上
背景と目的：本研究に関連する背景と目的。
方法：研究手法または動物モデルなどを簡潔に記載。詳しい手法は不要。
結果：主となる結果。

結論：本研究の結果より、得られた研究の意義などをまとめる。
CUTTING-EDGE RESEARCHES ON LIFE SICIECE AND MEDICINE

キーワード： 生命、DNA、進化、最大５ワード

略語：初めて使用する略語は、文中で括弧を用いて展開して下さい。必ず標準の略語を使用してください。
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